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序　　言

　島根大学考古学研究室は 1981 年 4 月に設置され、現在は法文学部社会文化学

科に属している。この間、多くの専攻卒業生を送り出し、山陰地域を中心に調

査・研究活動を行ってきた。現在は、大橋泰夫、岩本崇、平郡達哉、及川穣の

教員４名体制で研究活動を進めている。

　廻
めぐりはら

原１号墳は出雲でもっとも新しい古墳の一つとして知られ、古代出雲の

形成を考える上で重要な首長墓である。調査は夏期や春期休暇などを利用し、

2010 年３月の墳丘測量からはじまり、2015 年４月まで足かけ６年をかけた。

　調査は大学の研究プロジェクトの一つとして、『出雲国風土記』に記述され

る地域的なまとまりが成立する過程を、考古学的に実証的に把握するために

行った。墳丘の形態・規模や時期に加えて、出雲地域の首長墓が独特な在地性

を強く持ちつづけた点が明らかとなるなどの成果を得た。

　現地の調査から報告書作成にいたるまで、考古学実習として研究室の学生が

主体となり、大手前大学の院生も参加した。廻原１号墳の調査は学術的研究と

してだけでなく、学生教育の場としても教育的効果は高いものがあった。

　調査にあたっては、各方面のお世話になった。多くの方々に現場に来ていた

だきご協力やご教示をいただいた。とくに土地所有者の吉岡智幸様と吉岡トミ

子様をはじめとして、さまざまな便宜を松江市立朝酌小学校、朝酌自治会のみ

なさま、松江市教育委員会にはかっていただいた。厚く御礼を申し上げる。

　本報告が古代出雲を解明する上で広く学術的に活用されることを期待する。

　　平成 28（2016）年３月

島根大学法文学部考古学研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 教 授　大 橋　泰 夫   
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例　　言

１．本書は島根県松江市朝酌町 1166 に所在する廻
めぐりはら

原１号墳の発掘調査報告書である。調査は島根大

学法文学部考古学研究室が主体となり、廻原１号墳発掘調査団を組織して実施した学術調査である。

２．発掘調査は、大橋泰夫（島根大学法文学部教授）、岩本崇（島根大学法文学部准教授）、平郡達哉

（島根大学法文学部准教授）、及川穣（島根大学法文学部准教授）が担当し、会下和宏（島根大学

ミュージアム准教授）が支援した。発掘調査は５ヶ年４次にわたり、第２次調査を 2011 年２月 19

日～７月 29日、第３次調査を 2012年９月３日～ 28日、第４次調査を 2013年９月４日～ 10月 14日、

第５次調査を 2014 年９月６日～ 30 日、2015 年３月９日～４月 19 日に実施した。これらに先立つ

2010 年３月７日～ 10 日、2010 年９月 19 日～ 21 日に実施した測量調査を第１次調査とする。

３．調査は、2009 ～ 2014 年度島根大学法文学部山陰研究プロジェクト、2010・2011 年度島根大学萌

芽研究プロジェクト『「出雲国」成立過程における地域圏の形成と展開にかんする総合的研究』（研

究代表者 大橋泰夫）、2012 ～ 2015 年度島根大学法文学部教育経費・学部長裁量経費による「考古

学実習」のフィールドワークの一環として実施した。本書は、上記事業の成果報告書であるととも

に、平成 27 年度島根大学戦略的経費による古代出雲プロジェクトセンター（センター長 大橋泰夫）

『歴史資料による地域研究と情報発信～古代出雲像の再構築～』の研究成果報告書である。

４．本書の執筆は調査参加者があたり、分担を目次と分担部分の末尾に記した。第４章については、

加藤一郎氏（宮内庁書陵部）、岡本篤志氏（大手前大学史学研究所研究員）、亀井淳志氏（島根大学

総合理工学部准教授）より玉稿をいただいた。記して謝意を表する。編集は、岩本崇（島根大学法

文学部准教授）と磯貝龍志（島根大学大学院生）が担当し、調査参加者がこれを補佐した。

５．本書で表示する方位は、平成 14 年に国土交通省によって公示された国土座標値（世界測地系・

平面直角座標第Ⅲ系）にもとづくものであり、記載する座標数値についてもこれにしたがう。ただ

し、図版に示す撮影方向はこの限りでない。標高は、東京湾平均海水面（Ｔ . Ｐ .）の水準値による。

６．本書で用いる土層および土器胎土の色調については、小山正忠・竹原秀雄（編）『新版 標準土色

帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局 監修／（財）日本色彩研究所 色票監修）第 24 版（2002

年度版）にしたがった。また、土質については、大久保雅弘・藤田至則（編）『新版 地学ハンドブッ

ク』築地書館（1984 年）の p.63 に所収される「砕屑性堆積物の粒度区分」に準拠した。

７．出土遺物には品目ごとに通し番号を付すことを原則とし、番号は記述・図表・図版で対応する。

８．本書に掲載した発掘調査で検出した遺構ならびに遺物の写真は、岩本が撮影した。

９．発掘調査にかかわる図面・写真・出土遺物は、島根大学法文学部考古学研究室で保管している。

10．引用文献は各章の末尾に一括して付した。ただし、第４章の引用文献は各節の末尾に付した。なお、

第４章の各節は記名論文であるため、専門とする学問分野の違い、執筆者の意図を尊重して表記方

法など細部の統一はあえておこなわず、最低限の体裁を整えるにとどめた。ご海容いただきたい。

11．現地調査ならびに報告書作成の過程では、以下の各位と諸機関よりご協力を賜った。なかでも土

地所有者である吉岡智幸氏と吉岡トミ子氏をはじめとする地元住民のみなさま、朝酌自治会、松江

市立朝酌小学校から格別のご配慮を頂戴した。記して感謝申し上げる。

　岩本真実　魚津知克　内田律雄　大谷晃二　太田宏明　角田徳幸　河内一浩　澤田秀実　鈴木一有　

高田健一　高橋克壽　椿真治　仁木聡　花谷浩　林健亮　林弘幸　曳野律夫　菱田哲郎　櫃本誠一　

松本岩雄　森下章司　渡邊貞幸　大手前大学史学研究所　島根県教育委員会　松江市教育委員会　
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